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尼崎市野良猫不妊手術助成金交付要綱 
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附則 

 

 第１章 総則 

 

（主 旨） 

第１条 尼崎市野良猫不妊手術助成金（以下｢助成金｣という。）の交付については、この

要綱の定めるところによる。 

（交付の目的） 

第２条 この要綱に定める助成金の交付は、野良猫を捕獲し、不妊手術を行う際に要する

費用の一部を助成することにより、野良猫の繁殖を抑制し、野良猫に起因する迷惑行為

の未然防止を図ることをもって、良好な生活環境を保全する活動の広がりを促すことを

目的とする。 

（定 義） 

第３条 この要綱において用いる用語は、次の各号に規定するものについては、それぞれ

当該各号の意義に従うものとする。 

⑴ 「動物病院」とは、獣医療法（平成４年法律第４６号）第３条の規定による届出を

行っている同法第２条第２項に規定する診療施設のうち、民間の診療施設をいう。 

⑵ 「獣医師」とは、前号に規定する動物病院に所属する獣医師をいう。 

⑶ 「個人」とは、尼崎市に在住する成人をいい、「個人申請」とは、当該個人がこの要

綱に定める助成金の交付を受けるために行う申請をいう。 

⑷ 「団体」とは、地域自治組織（町内会、婦人会、防犯協会、管理組合）をいい、「団

体申請」とは、当該団体がこの要綱に定める助成金の交付を受けるために行う申請を

いう。 

⑸ 「住民グループ」とは同じ活動区域（周辺に生息する野良猫から概ね半径２００メ

ートル以内）に居住する者からなる集団をいい、「住民グループ申請」とは、当該グル

ープがこの要綱に定める助成金の交付を受けるために行う申請をいう。 

⑹ 「野良猫」とは、特定の飼い主がおらず、市内に生息している猫をいう。 

⑺ 「不妊手術」とは、獣医師による猫の精巣全摘出術または卵巣子宮全摘出術をいう。 
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⑻ 「捕獲送迎費用」とは、不妊手術を実施するための野良猫の捕獲及び不妊手術を行

う動物病院並びに不妊手術後の捕獲場所への返還、譲渡先等への引き渡し等に係る送

迎費用をいう。 

 ⑼ 「耳カット」とは、不妊手術が実施された野良猫に対し、不妊手術済みの証として

片側の耳先に容易に視認可能な大きさのＶ字状カットを施術することをいう。 

⑽ 「野良猫不妊手術助成金交付説明会」とは、市長が開催し、個人及び住民グループ

がこの要綱に定める助成金の交付を受けるために参加する説明会をいう。 

⑾ 「野良猫対策活動出張研修会」とは、市長が開催し、団体がこの要綱に定める助成

金の交付を受けるために参加する研修会をいう。 

⑿ 「団体登録申請書」とは、様式第１号に規定する野良猫対策活動団体登録申請書を

いう。 

⒀ 「団体登録決定通知書」とは、様式第２号に規定する野良猫対策活動団体登録決定

通知書をいう。 

⒁ 「住民グループ登録申請書」とは様式第１－２号に規定する住民グループ登録申請

書をいう。 

⒂ 「住民グループ登録決定通知書」とは、様式第２－２号に規定する住民グループ登

録決定通知書をいう。 

⒃ 「交付申請書兼報告書（個人用）」とは、様式第３号に規定する野良猫不妊手術助成

金交付申請書兼報告書（個人用）をいう。 

⒄ 「交付申請書兼報告書（登録団体用）」とは、様式第３－１号に規定する野良猫不妊

手術助成金交付申請書兼報告書（登録団体用）をいう。 

⒅ 「交付申請書兼報告書（登録住民グループ用）とは、様式第３－２号に規定する野

良猫不妊手術助成金交付申請書兼報告書（登録住民グループ用）をいう。 

⒆ 「交付審査結果通知書」とは、様式第４号に規定する野良猫不妊手術助成金交付審

査結果通知書をいう。 

⒇ 「請求書」とは、様式第５号に規定する野良猫不妊手術助成金請求書をいう。 

 

第２章 個人申請 

 

（個人申請の条件） 

第４条 個人申請をしようとする者（以下「個人申請者」という。）は、市長が開催する

野良猫不妊手術助成金交付説明会に参加し、参加証明書の交付を受けなければならない。 

（手術の実施等） 

第５条 個人申請者は、野良猫の不妊手術を獣医師に依頼して実施するものとし、交付申

請書兼報告書（個人用）の獣医師・動物病院記入欄に必要事項の記載及び押印を得なけ

ればならない。 
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２ 前項の不妊手術を実施した野良猫には耳カットが実施されていなければならない。 

（助成金の交付申請） 

第６条 個人申請者は、市長に対し、交付申請書兼報告書（個人用）に動物病院の発行す

る領収書を添えて助成金の交付申請をしなければならない。 

２ 個人申請者による助成金交付申請は、前条の不妊手術（耳カットのみを実施した場合

を含む。）実施日、若しくは、動物病院に野良猫の捕獲送迎を依頼し、実施された日の

いずれか後の日から６０日以内に市長が受理したものに限り有効とし、郵送の場合は、

消印の日を市長が受理した日として準用する。 

（助成金の対象及び額） 

第７条 助成金の対象となる費用は、次の各号に掲げる事項に係る費用とする。 

⑴ 野良猫の不妊手術（不妊手術の実施にあたり、獣医師により当該野良猫の不妊手術

が既に行われていることが確認された手術も含む。）費用、耳カット費用、及び関連

費用（抗生剤等投薬費、堕胎費、麻酔費、処置費、入院費、ワクチン費、駆虫剤費）

及びこれらに係る消費税及び地方消費税相当額。  

⑵ 不妊手術を実施する動物病院による野良猫の捕獲送迎費用、若しくは野良猫の捕獲

ができなかった場合における捕獲実施に要した費用及びこれらに係る消費税及び地方

消費税相当額。 

⑶ 個人申請者が実施した野良猫の捕獲送迎費用及びこれらに係る消費税及び地方消

費税相当額。 

２ 助成金の額は、次の各号に掲げる額とする。 

⑴ 前項第１号については、実際に要した額とし、野良猫一匹につき雌１３，０００円、

雄９，０００円を上限とする。 

⑵ 前項第２号については、実際に要した額とし、一回につき１０，０００円を上限と

する。 

⑶ 前項第３号については、一回につき１，０００円とする。 

３ 市長は、前２項の助成についてに対し、当該年度の予算の範囲内で助成する。 

（助成金の交付決定） 

第８条 市長は、第６条の規定により助成金の交付申請を受けたときは、関係職員に当該

申請の審査を行わせ、申請書受理後５０日以内に、交付審査結果通知書の通知により個

人申請者に通知するものとする。 

２ 市長は、前項の交付審査により交付すべきと認めたときは、交付審査結果通知書に必

要な条件を付すことができる。 

（助成金の請求） 

第９条 前条の通知により助成金の交付決定を受けた者（以下「交付決定通知者」という。）

は、速やかに請求書により助成金の交付請求をしなければならない。 

（助成金の交付） 
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第１０条 市長は、交付決定通知者より助成金の請求を受けたときは、適法な請求を受け

た日から４０日以内に助成金を交付するものとする。 

 

第３章 団体申請 

 

（団体の登録） 

第１１条 団体が、周辺に生息する野良猫（概ね１０頭以上）の繁殖を抑制することを目

的とし、この要綱に定める助成金の交付を受けようとする場合、団体の長及びその役員

は、市長が開催する野良猫対策活動出張研修会に参加しなければならない。 

２ 団体は、前項の研修会に参加した団体の長及びその役員２名以上の同意を添えて、市

長に登録申請を行うことができる。 

３ 前項の申請は、団体の長が団体登録申請書を市長に提出することにより行う。 

４ 市長は、前項の規定による申請があったときは、その内容を審査し、登録の適否につ

いて団体登録決定通知書により団体に通知するものとする。 

５ 前項にて市に登録された団体（以下「登録団体」という。）の登録期間は、団体登録

が決定された日の属する年度の翌年度末の日とする。 

６ 団体の長が変更となった場合は新たな長が速やかに登録申請書を市長に提出するこ

ととする。 

（登録の継続） 

第１１条の２ 登録団体が、登録期間終了後も継続して登録を希望する場合は、登録期間

終了６０日前から、市長に対し、登録申請を行うことができる。 

２ 前項の申請に際し、団体の長が前回申請時と変更がない場合は、第１１条第１項に規

定する研修会への参加を省略することができる。 

（登録の取消し） 

第１１条の３ 登録団体が登録の取消しを希望する場合は、当該団体の長は市長に取消し

願を申し出なければならない。 

（手術の実施等） 

第１２条 登録団体は、当該地域の野良猫の不妊手術を獣医師に依頼して実施するものと

し、交付申請書兼報告書（登録団体用）の獣医師・動物病院記入欄に必要事項の記載及

び押印を得なければならない。 

２ 野良猫に対する不妊手術は登録団体の登録期間内に実施したものに限り有効とする。 

３ 前２項の不妊手術を実施した野良猫には耳カットが実施されていなければならない。 

（助成金の交付申請） 

第１３条 登録団体は、市長に対し、交付申請書兼報告書（登録団体用）に動物病院の発

行する領収書を添えて助成金の交付申請をしなければならない。 

２ 登録団体による助成金交付申請は、前条の不妊手術（耳カットのみを実施した場合を
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含む。）実施日、若しくは、動物病院に野良猫の捕獲送迎を依頼し、実施された日のい

ずれか後の日から６０日以内かつ登録期間満了日の翌月末日までに市長が受理したも

のに限り有効とし、郵送の場合は、消印の日を市長が受理した日として準用する。 

（助成金の対象及び額） 

第１４条 助成金の対象となる費用は、次の各号に掲げる事項に係る費用とする。 

⑴ 野良猫の不妊手術（不妊手術の実施にあたり、獣医師により当該野良猫の不妊手術

が既に行われていることが確認された手術も含む。）費用、耳カット費用、及び関連

費用（抗生剤等投薬費、堕胎費、麻酔費、処置費、入院費、ワクチン費、駆虫剤費）

及びこれらに係る消費税及び地方消費税相当額。  

⑵ 不妊手術を実施する動物病院による野良猫の捕獲送迎費用、若しくは野良猫の捕獲

ができなかった場合における捕獲実施に要した費用及びこれらに係る消費税及び地方

消費税相当額。 

⑶ 登録団体が実施した野良猫の捕獲送迎費用及びこれらに係る消費税及び地方消費

税相当額。 

２ 助成金の額は、次の各号に掲げる額とする。 

⑴ 前項第１号については、実際に要した額とし、野良猫一匹につき雌１３，０００円、

雄９，０００円を上限とする。 

⑵ 前項第２号については、実際に要した額とし、一回につき１０，０００円を上限と

する。 

⑶ 前項第３号については、一回につき１，０００円とする。 

３ 市長は、前２項の助成についてに対し、当該年度の予算の範囲内で助成する。 

（助成金の交付決定） 

第１５条 市長は、第１３条の規定により助成金の交付申請を受けたときは、関係職員に

当該申請の審査を行わせ、申請書受理後５０日以内に、交付審査結果通知書の通知によ

り交付申請を行った登録団体に通知するものとする。 

２ 市長は、前項の交付審査により交付すべきと認めたときは、交付審査結果通知書に必

要な条件を付すことができる。 

（助成金の請求） 

第１６条 前条の通知により助成金の交付決定を受けた団体（以下「交付決定通知団体」

という。）は、速やかに請求書により助成金の交付請求をしなければならない。 

（助成金の交付） 

第１７条 市長は、交付決定通知団体より助成金の請求を受けたときは、適法な請求を受

けた日から４０日以内に助成金を交付するものとする。 

 

第４章 住民グループ申請 
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（住民グループの登録） 

第１８条 住民グループが、周辺に生息する野良猫（概ね１０頭以上）の繁殖を抑制する

ことを目的とし、この要綱に定める助成金の交付を受けようとする場合、住民グループ

の構成員は、市長が開催する野良猫不妊手術助成金交付説明会に参加し、参加証明書の

交付を受けなければならない。 

２ 住民グループは、前項の説明会に参加した構成員３～５名以上の同意を添えて、内１

名を代表者とする登録申請を、市長に対し行うことができる。ただし、構成員は一世帯

あたり一名までとする。 

３ 前項の申請は、住民グループの代表者が住民グループ登録申請書を市長に提出するこ

とにより行う。 

４ 市長は、前項の規定による申請があったときは、その内容を審査し、登録の適否につ

いて住民グループ登録決定通知書により住民グループの代表者に通知するものとする。 

５ 前項にて市に登録された住民グループ（以下「登録グループ」という。）の登録期間

は、住民グループ登録が決定された日の属する年度の翌年度末の日とする。 

６ 住民グループの代表者が変更となった場合は新たな代表者が速やかに登録申請書を

市長に提出することとする。 

（登録の継続） 

第１８条の２ 登録グループが、登録期間終了後も継続して登録を希望する場合は、登録

期間終了６０日前から、市長に対し、登録申請を行うことができる。 

（登録の取消し） 

第１８条の３ 登録グループが登録の取消しを希望する場合は、当該登録グループの代表

者は市長に取消し願を申し出なければならない。 

（手術の実施等） 

第１９条 登録グループは、当該地域の野良猫の不妊手術を獣医師に依頼して実施するも

のとし、交付申請書兼報告書（登録グループ用）の獣医師・動物病院記入欄に必要事項

の記載及び押印を得なければならない。 

２ 野良猫に対する不妊手術は登録グループの登録期間内に実施したものに限り有効と

する。 

３ 前２項の不妊手術を実施した野良猫には耳カットが実施されていなければならない。 

（助成金の交付申請） 

第２０条 登録グループは、市長に対し、交付申請書兼報告書（登録グループ用）に動物

病院の発行する領収書を添えて助成金の交付申請をしなければならない。 

２ 登録グループによる助成金交付申請は、前条の不妊手術（耳カットのみを実施した場

合を含む。）実施日、若しくは、動物病院に野良猫の捕獲送迎を依頼し、実施された日の

いずれか後の日から６０日以内かつ登録期間満了日の翌月末日までに市長が受理したも

のに限り有効とし、郵送の場合は、消印の日を市長が受理した日として準用する。 
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（助成金の対象及び額） 

第２１条 助成金の対象となる費用は、次の各号に掲げる事項に係る費用とする。 

⑴ 野良猫の不妊手術（不妊手術の実施にあたり、獣医師により当該野良猫の不妊手術

が既に行われていることが確認された手術も含む。）費用、耳カット費用、及び関連

費用（抗生剤等投薬費、堕胎費、麻酔費、処置費、入院費、ワクチン費、駆虫剤費）

及びこれらに係る消費税及び地方消費税相当額。  

⑵ 不妊手術を実施する動物病院による野良猫の捕獲送迎費用、若しくは野良猫の捕獲

ができなかった場合における捕獲実施に要した費用及びこれらに係る消費税及び地方

消費税相当額。 

⑶ 登録グループが実施した野良猫の捕獲送迎費用及びこれらに係る消費税及び地方

消費税相当額。 

２ 助成金の額は、次の各号に掲げる額とする。 

⑴ 前項第１号については、実際に要した額とし、野良猫一匹につき雌１３，０００円、

雄９，０００円を上限とする。 

⑵ 前項第２号については、実際に要した額とし、一回につき１０，０００円を上限と

する。 

⑶ 前項第３号については、一回につき１，０００円とする。 

３ 市長は、前２項の助成についてに対し、当該年度の予算の範囲内で助成する。 

（助成金の交付決定） 

第２２条 市長は、第２０条の規定により助成金の交付申請を受けたときは、関係職員に

当該申請の審査を行わせ、申請書受理後５０日以内に、交付審査結果通知書の通知によ

り交付申請を行った登録グループに通知するものとする。 

２ 市長は、前項の交付審査により交付すべきと認めたときは交付審査結果通知書に必要

な条件を付すことができる。 

（助成金の請求） 

第２３条 前条の通知により助成金の交付決定を受けた住民グループ（以下「交付決定通

知グループ」という）は、速やかに請求書により助成金の交付請求をしなければならな

い。 

（助成金の交付） 

第２４条 市長は、交付決定通知グループより助成金の請求を受けたときは、適法な請求

を受けた日から４０日以内に助成金を交付するものとする。 

 

附 則 

（助成金の交付決定の取消及び返納） 

第１条 市長は、交付決定通知者、交付決定通知団体及び交付決定通知グループが、次の

いずれかに該当すると認めるときは、助成金の交付決定の全部若しくは一部を取消し、
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又は既に交付した助成金の全部若しくは一部を返納させることができる。 

⑴ この要綱に違反したとき。 

⑵ 尼崎市暴力団排除条例に規定する第２条第４号、第５号及び第７号に該当するとき。 

⑶ 暴力団等の利益になるとき。 

（調査・立会い等） 

第２条 市長は、必要があると認めるときは、個人申請者、登録団体又は登録グループに

対し、助成金の交付に関し必要な事項を調査し、報告を求め、又は現場に立会いを求め

ることができる。 

（経過措置） 

第３条 この要綱の令和３年４月１日の改正の日前に実施された野良猫の不妊手術に係

る申請については、改正前の要綱第８条の市長による承認書の交付を受けた者でなけれ

ばならない。また、当該承認書の交付を受けた者は、引き続きこの要綱の個人申請者と

して令和３年４月１日の改正後の規定に則し、申請をすることができる。 

 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

（施行期日） 

第１条 この要綱は、令和５年１月１日から施行する。 

（経過措置） 

第２条 この要綱の令和５年１月１日の改正前に行われた不妊手術については改正前の

要綱に基づく助成金を助成するものとし、令和５年１月１日の改正後に行われた不妊手

術については、改正後の要綱に基づく助成金を助成するものとする。 

 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

（施行期日） 

第１条 この要綱は、令和６年６月１日から施行する。 

（経過措置） 

第２条 令和６年６月１日から施行する尼崎市野良猫不妊手術助成金交付要綱第１３条

第２項及び第２０条第２項の規定は、令和６年５月３１日までに実施された第１４条第

１項第１号、第２号及び第２項第１号、第２号、並びに第２１条第１項第１号、第２号

及び第２項第１号、第２号に規定する事項については、なお従前の例による。 

（施行期日） 

第１条 この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

第２条 令和７年４月１日から施行する尼崎市野良猫不妊手術助成金交付要綱第７条第
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２項第３号、第１４条第２項第３号及び第２１条第２項第３号の規定は、令和７年３月

３１日までに実施された野良猫の捕獲送迎費用については、なお従前の例による。 

 

 


